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広島大学国際センター 

広島大学短期交換留学（HUSA）プログラム 派遣留学報告書 
 
 

 
  記入日 平成２９年１１月１７日 

留 学 先 大 学 Université de Toulouse-Le Mirail                 （国名：France       ） 

所属学部・学科等名 DEFLE 

在 籍 身 分 étudiant 

留 学 期 間 平 成 2 8 年  9 月  1 日 ～ 平 成 2 9 年  6 月  1 日 

１．渡航について 

ビ ザ に つ い て 
 

ビザの種類： 学生ビザ 

ビザ申請先： フランス大使館 

取得方法，提出書類：フランス大使館ホームページに記載されている必要書類（パスポ

ート等）を、大使館に直接提出。 

手続きに要した日数：提出から郵送まで一週間 

そ の 他 必 要 な 
事 前 手 続 き 

C
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３．授業について 

    28年   前期          9月   1日   ～     1月    半ば 

    29年   後期          1月   半ば   ～     4月    半ば 

年   学期  月    日   ～      月     日 

年   学期          月    日   ～      月     日 

授業の概要について

（カリキュラム，プロ

グラム等） 

入学後テストを受け、その結果に応じてクラス分けがある。 
DEFLEを受けるための授業構成。 

単位互換希望の有無 
 

■有    □無 
※有の場合，所属学部支援室へ提出の単位認定申請書類のコピーを添付すること 

学術面に関する後輩へ

のアドバイス 
ネイティブと話すと良い。 

４．生活等について 

（１）留学先の住居について 

住居の種類 ■大学の寮  □アパート  □ホームステイ  □その他（     ） 

住居の広さ 約      12㎡  同居人の有無 □有（   人） ◾無 

住居に附属する設備 ■電気  □ガス  ■水道  ■給湯  ■シャワー  □風呂 
■水洗便所  ■暖房  □冷房  ■台所  □食堂  □固定電話 
■インターネット  □その他（                     ） 

住居費 １ヶ月当たり  333euros（申請すれば何割かの変換あり）                 約40,000円 

住居を決定した方法 ■留学先大学の紹介  □友人・知人の紹介  □不動産業者 
□その他（             ） 

留学先での住居全般に

関するアドバイス 
何かが故障すると直るのが遅い。ポストが全くあてにならないので、荷物には必ず電話番号を

記載すること。 

（２）医療について 

１日以上入院を要する

病気・怪我等を 
□した    ■しなかった 

入院した場合 により         日入院 

留学に当たり保険を ■掛けた   □掛けなかった 

 掛けた場合 ■日本  □留学先国  □その他（          ） 

掛け金は   年間         円 
補償額 死亡     円，入院１日       円 
その他（              ） 

留学前後での予防接種

の必要の有無 
□有   ■無 

有の場合，その種類，回

数，費用，受けた医療機

関名 

 

日常的な健康について

不安が 
□あった  ■なかった 
あった場合その理由： 
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留学先国の医療事情 
（日本と比較して） 

 

留学先での健康管理，衛

生面について特に注意

すべきこと 

水道水は飲まないほうが良い（自己責任で飲んでいる人もいた）。 

（３）危険を感じた地域，状況 

大学の周辺に移民が多いらしく、日が落ちてから出歩くのは止められた。 
道端で突然罵られることはたまにある。 

（４）その他生活等に関して参考となる事項 

食料品が安く手に入るので、マルシェでの購入がおすすめ。 
 
 
 

５．帰国後の進路について 

卒業予定年月 平成 30年 3月  （当初の卒業予定年月    平成 30年  3月） 

卒業が遅れる見込みの

場合，その理由 
□４年次に留学したため  □単位不足のため □新卒で卒業するため 
□その他（具体的に                          ） 

現在の状況および今後

の予定・進路等 
3月に卒業後 4月に入社。 

就職活動や留学前の単

位取得，教育実習等に

ついての工夫 

エントリーシートはフランスからメールで提出した。面接日程を帰国に合わせてもらえるか

あらかじめ就職先企業と交渉した。 
 
 

６．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等 

書籍，サイト名 詳細（出版社，URL等） コメント 
マイナビ https://job.mynavi.jp/2019/ 登録することでエントリーが可能になるサイト。 

   

   

７．自由記述（後輩へのアドバイス等） 

健康に気をつけて留学してください。 
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生活の概要に関するレポート 
 
 
 
 
 フランスと日本では日常的に異なる文化が多々ありました。生活する上で気づいたこと、気をつけたほうが良い点

を紹介します。 
 
 まず、着いてからほとんどのことは、現地の学生がサポートしてくれたので、入居や入学手続き、銀行開設、携帯

契約に困ることはありませんでした。入居についてはあらかじめ届いている契約メールを、日本で印刷しておく必要

があります。そして自分の住所が分かり次第、CAFへの申請を済ませることを勧めます。これは家賃補助の制度で、

申請がうまくいけば家賃の半額ほどが返還されます。この際、戸籍謄本の法定翻訳が必要なので、日本で翻訳を委託

するかマルセイユの日本大使館で翻訳してもらってください。金額はマルセイユのほうが安い(10euro)ですが、郵送や

代理人受け取りはないので、現地まで本人が取りに行かなければいけません。 
 
 入学手続きの時に語学力テストを受けます。それの結果で今後のクラスが決まります。詳しくは学習の概要に関す

るレポートに記します。 
 
 銀行開設はCAF申請と、日本からの送金のために開設します。これにはフランス人学生が手伝ってくれるので安心

です。ATMはいたるところにあり、引き出しに困ることは基本的にはありません。 
 
 携帯の契約料金は 20euro,50GO/moisと、とても安価です。SIMフリーの携帯を持っていくか現地で買って、すぐに

使用できます。友人は 80euroほどのスマートフォンを購入して、それをルーター代わりに日本の携帯を使っていまし

た。 
 
 次に治安についてです。大学があるToulouseは観光地ですが、アジア人が多くはありません。個人的な意見ですが、

中心地ではましでも大学周辺になると治安も悪く、アジア人は悪目立ちすることがあります。暗くなってからの女性

一人の外出は極力避けてください。いきなり怒鳴られたり、罵られたり、馬鹿にされたりすることは何度かありまし

た。無視するのがよいそうです。しかし、基本的にいい人が多く、そういった人はごく一部です。 
 
 買い物に関しては、大きなスーパーが通いやすい沿線にあり、Marchéも休日だけでなく平日もいろいろなところで

開かれているので、困ることはありません。極力食材はMarchéで手に入れたほうがいいと思います。Marchéでは野

菜や果物を量り売りして╔


